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金融のグローバル化が急速に進展する中、97 年のアジア、98 年のロシア、南米の金融危

機に代表される国際的な金融混乱が多発しており、安定した国際金融システムの再構築が

グローバルな課題となっている。そして、バブル崩壊後の不良債権問題が日本経済の長期

低迷の要因となっていることや、アジア通貨危機がこれら諸国の経済に壊滅的打撃を与え

たことに見られるように、金融混乱の実物経済および国民生活への影響は大きく、労働組

合も金融安定化の実現に無関心ではいられない。 

また、不良債権処理という後始末に加えて、護送船団方式を脱し、グローバル化の仲間

入りでわが国金融システムの資源配分機能の活性化をめざす改革、いわゆる金融ビッグバ

ンが始まっている。勤労者は主要な貯蓄主体であり、高齢社会の到来を控えて貯蓄の進む

年金資産の受取者であり、本源的な資金運用主体である。故に金融問題に勤労者の視点を

反映していくことは非常に重要である。 

以上の問題意識から、連合総研では、「金融のグローバル化と今後のあり方」プロジクト

を発足させ、約１年間にわたり金融問題の識者の方々にヒアリングをおこない、勤労者の

視点から金融システムの今後のあり方・改革の方向性について検討を行った。本書はその

検討結果を今後の議論のたたき台としてまとめたものである。 
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